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2015 ～ 2016　国際ロータリー会長　K.R. ″ラビ″ ラビンドラン

世界へのプレゼントになろう

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊会員誕生日
　三橋一皓君（10日）

＊結婚記念日
　森住　等君（11日）

点鐘　…会田義明会長

斉唱　…奉仕の理想

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・ガバナー月信2月号　訂正とお詫び

P13　地区研修セミナー 3月10日が、正しくは 2
月10日（水）

・「公共イメージセミナー」開催のご案内
3月9日（水）14:30 ～　アイクロス湘南

◎ロータリーの友事務所　より
・2016-17年度版　ロータリー手帳お買い上げの

お願い

幹事報告

◎週報
・相模原南RC

◎例会変更
・相模原南RC

2月16日（火）→　移動例会
場所　割烹かつまさ　点鐘　12時30分

2月23日（火）→　移動例会
場所　割烹かつまさ　点鐘　12時30分
※両日の伊勢丹ビジター受付　無

・綾瀬RC
2月16日（火）→　移動例会

平塚県立盲学校　点鐘　12時30分
例会後　校内視察・見学の予定

2月23日（火）→　2月27日　第4グループIM
14時　点鐘　寒川神社参集殿

・綾瀬春日RC
2月24日（水）→　2月27日　第4グループIM

14時　点鐘　寒川神社参集殿

委員会報告

◎クラブ研修委員会
本日（2/9）、レンブラントホテルにて「炉辺会談」を

予定どおり開催致しますので宜しくお願い致します。
◎次年度理事・役員会開催について

2/16 18：00 ～レンブラントホテルにて「理事・役
員会」を開催致します。出席宜しくお願い致します。

スマイル

会田義明会長
鈴木さん、石村君、毎週早く会場入りしての会場設営
ありがとうございます。お陰様でスムーズに例会が
できることをありがたく思っています。志保さん本
日の卓話よろしくお願いします。

三宅壯平君
ひさしぶりに出席いたします。心不全をおこし安静
を必要としますが無理をせず出席いたします。

髙橋　宏君
最近スマイルしてなかったのでします。又、今日の夜
の炉辺会談は、地区の財団資金管理のお仕事で藤沢
へ行ってますので残念ですがすいません欠席しま
す。

森住　等君
みなさまのおかげで結婚30周年となりました。これ
もひとえにカミさんの忍耐のおかげです。これから
も遠くから見守って下さい。

第2687回例会（2月9日）☆司会　石村哲也君

今日の例会（2016 年 2 月 16 日）

「北海道一周ぶらり旅 食紀行」
担当：髙橋伸一郎君

次回の例会（2016 年 2 月 23 日）

「かながわ2780ロータリー Eクラブ」
担当：丸田隆弘君
講師：渡辺　力様



米山尚登君
所用により早退します。

髙橋　浩君
確定申告無料相談会のため早退させて頂きます。

今日のお花

椿（壽永純昭君）
まんさく（山本淳一君）

卓話「2011.3.11 東日本大震災の記録 その時ハートはどう動いた」

担当：志保達郎君

2011.3.11 東日本大震災の記録

その時ハートは、どう動いた。

志保 達郎

厚木ロータリークラブ

2016年2月9日発表
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共に創る。共に生きる。



出席報告　＜会員 40 名、出席対象 31 名＞

1 月 26 日例会　　確定出席率 85.71％ 2 月 9 日例会　　出席 27 名　欠席 4 名　出席率 87.10％
＜事前メイク＞
　前島憲司君 （1月27日／厚木中RC）

＜欠席＞
　市川信也君・丸田隆弘君・恵津晴夫君・小山賢司君

沿岸部は壊滅状態、内陸部でも混乱が続いた。

経験が生んだスピーディーな初期対応。

人、車、宿、食料…あらゆる物が不足していた。

街に灯り始めている復興のあかり。

全国から被災地に向け救援物資が運ばれた。

応急仮設住宅建設のためのグループ内横断 プロジェクト。
（DASHプロジェクト）

ここから希望と復興への意欲が立ちあがる。「架設」住宅

共に創る。共に生きる。

共に創る。共に生きる。
2011年3月11日。東日本を襲った大地震と大津波によって、多くの

尊い命、住まい、町が失われました。「避難所に身を寄せる人々に1日
も早く“住まい”を提供しなくてはならない。“安住”が復興の足がかりと
なる」…私たちは、震災当日から応急仮設住宅建設の準備を始めまし
た。
応急仮設住宅・仮設施設の建設には、膨大な人材と資材が必要で

した。現場で働く技術者たち、フル稼動の工場、資材輸送チーム、後
方支援を行う人々…協力会社、サプライヤーの方々の協力を得て、大
和ハウスグループの社員はいくつもの逆境を乗り越えてきました。「全
ては被災地のため。」 ̶心をひとつに、共に走り続けた人間の力が、予想

を超える成果をもたらし、図らずも、グループの“絆”を確かめることもで
きました。
「共に創る。共に生きる。」の基本理念のもと、活動する大和ハウスグ

ループ。私たちは被災地の再建のため、これからも努力を惜しまず支
援を続けて行くことを誓います。

「共に創る。共に生きる。」の基本理念のもと、活動する大和ハウス

グループ。私たちは被災地の再建のため、これからも努力を惜しまず
支援を続けて行くことを誓います。

大和ハウス工業株式会社
代表取締役会長／CEO


